
高等学校 令和８年度（１学年用） 教科 　情報  科目　　　情報Ⅰ
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 Ａ 組～ Ｈ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

１
学
期

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動を通して，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切
かつ効果的に活用し，情報社会に主体的に参画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

　情報Ⅰの目標：

1〇

・コンピュータ教室のルールを理解している。
・コンピュータを起動し，目的とするアプリ
ケーションを開くことができ，正しい手順で終
了することができる。

・ＣＡＬＬ教室の使い方を理解する。
・授業の進め方、評価方法を理解す
る。　　　　・コンピュータの起動や
終了の方法を理解する。

オリエンテーション

態
配当
時数

単元 情報社会と問題解決

【 知　識　及　び　技　能 】
情報社会の特性や課題、問題解決の基
本的な考え方や手順について理解し、
必要な情報を適切に扱う技能を身に付
ける。
  

【思考力、判断力、表現力等】
情報社会における具体的な問題を見い
だし、情報や視点を整理・分析して、
適切な解決策を論理的に考え表現す
る。
        

【学びに向かう力、人間性等】
社会の一員としての自覚をもち、より
よい社会の実現に向けて主体的に問題

                                解決に関わろうとする態度を養う。

1
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【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

情報と情報技術を問題の発見・解決に活用するための
知識について理解し，技能を身に付けているととも
に，情報化の進展する社会の特質及びそのような社会
と人間との関わりについて理解している。

事象を情報とその結び付きの視点から捉え，問題の発
見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に
用いている。

「高校情報Ⅰ」　　実教出版

　情報の目標：

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力
を養う。

情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する態度を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】

（ACEFG組：鈴木　BDH組:長田）

情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技能を習得するとともに，情報社会
と人との関わりについての理解を深めるようにする。

情報社会との関わりについて考えながら，問題の発
見・解決に向けて主体的に情報と情報技術を活用
し，自ら評価し改善しようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

単元 コミュニケーションと情報デザイ
ン

【 知　識　及　び　技　能 】
コミュニケーションの特性や情報デザ
インの基本的な考え方を理解し、目的
や相手に応じた情報表現の技能を身に
付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
伝えたい内容や受け手の状況を踏まえ
て情報を整理・構成し、効果的な表現
方法を工夫して伝えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
多様な人と円滑に意思疎通を図ろうと
し、情報デザインの改善に主体的に取
り組もうとする。

・指導事項
単元の解説，授業ノートの完成指導，
ＰＣの基本的な操作方法、一人一台端
末の操作方法
・教材
教科書，授業ノートプリント
・一人１台端末の活用　等
・ＣＡＬＬ教室でのネットワーク接続
の端末利用

【知識・技能】
情報社会の特徴や課題、問題解決の手順につい
て理解し、目的に応じて情報を収集・整理・活
用している。

【思考・判断・表現】
情報社会の中から課題を見いだし、得られた情
報を基に解決策を考え、その過程や結果を論理
的に説明している。

【主体的に学習に取り組む態度】
情報社会における問題に関心をもち、自ら学習
や活動に取り組み、よりよい解決を目指そうと
している。

            

〇 〇 〇 10

・指導事項
単元の解説，授業ノートの完成指導，
情報デザインの実践、コミニュケー
ション（例えばメッセージアプリな
ど）の活用
・教材
教科書，授業ノートプリント
・一人１台端末の活用　等
ＣＡＬＬ教室でのネットワーク接続の
端末利用

【知識・技能】
コミュニケーションの特性や情報デザインの基
本的な考え方を理解し，目的や相手に応じて情
報を適切な形で表現している。

【思考・判断・表現】
伝達の目的や受け手を踏まえて情報を整理・構
成し，効果的な表現方法を選択・工夫して説明
している。

【主体的に学習に取り組む態度】
情報メディアや表現メディアを活用して，主体
的に情報を発信することができる。
他者との円滑な意思疎通を図ろうとし，情報表
現の改善に主体的に取り組んでいる。
            

○ ○ ○ 17



単元 ネットワークと情報システム
【 知　識　及　び　技　能 】
ネットワークの仕組みや情報システム
の構成を理解し，基本的な活用ができ
る。

【思考力、判断力、表現力等】
情報の流れや課題を分析し，適切な活
用方法を考え表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
ネットワークや情報システムに関心を
もち，主体的に学び活用しようとす
る。

・指導事項
情報社会の解説，授業ノートの完成指
導，ネットワーク実習
・教材
教科書，授業ノートプリント
・一人１台端末の活用　等
ＣＡＬＬ教室でのネットワーク接続の
端末利用

○ 13

定期考査 1

〇 6

定期考査

○ 13

1

合計

70

7〇

○ ○

〇〇

【知識・技能】
ネットワークの構成要素や通信の仕組み，情報
システムの役割や構成を理解している。目的に
応じて適切なサービスやシステムを選択し，基
本的な活用ができている。

【思考・判断・表現】
情報の流れや課題を分析し，安全性や効率性を
踏まえて適切な活用方法を考えている。得られ
た結果を基に妥当性を判断し，改善策を論理的
に表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
ネットワークや情報システムの活用に関心をも
ち，課題解決に向けて主体的に学習している。
適切な利用の在り方を考え，振り返りながら継

 続的に改善しようとしている。

単元 プログラミングとシミュレーショ
ン

【 知　識　及　び　技　能 】
アルゴリズムやプログラムの基本構
造、変数・分岐・反復処理の仕組みを
理解し、シミュレーションを含む基本
的なプログラムを作成・実行できる。

【思考力、判断力、表現力等】
問題の構造を分析し、適切なアルゴリ
ズムを設計してプログラムとして表現
するとともに、シミュレーション結果
を基に考察・改善できる。

【学びに向かう力、人間性等】
プログラミングやシミュレーションに
主体的に取り組み、試行錯誤を通して
課題解決を図りながら、よりよい表現
方法を探究し続けようとする。

・指導事項
情報社会の解説，授業ノートの完成指
導，ＶＢＡを用いたプログラムの実
践、表計算ソフトを用いたシミュレー
ション
・教材
教科書，授業ノートプリント
・一人１台端末の活用　等
ＣＡＬＬ教室でのネットワーク接続の
端末利用

【知識・技能】
アルゴリズムやプログラムの基本構造（順次・
分岐・反復）、変数や配列の仕組みを理解して
いる。目的に応じて適切に用い，シミュレー
ションを含むプログラムを作成・実行し，結果
を確認できている。

【思考・判断・表現】
課題の条件や目的を整理し，処理手順を論理的
に構成している。適切なアルゴリズムを設計し
てプログラムとして表現し，シミュレーション
結果を基に妥当性を判断し改善している。

【主体的に学習に取り組む態度】
プログラミングやシミュレーションに関心をも
ち，課題解決に向けて主体的に取り組んでい
る。試行錯誤を重ねながら粘り強く改善し，学

            習内容を振り返って次に生かそうとしている。

３
学
期

単元 データの活用

【 知　識　及　び　技　能 】
データの種類や収集・整理・分析の方
法を理解し，表計算等を用いて目的に
応じてデータを適切に処理し，結果を
可視化できている。

【思考力、判断力、表現力等】
課題に応じて必要なデータを選択し，
適切な方法で分析している。得られた
結果を根拠に傾向や課題を考察し，分
かりやすく表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
データ活用に関心をもち，課題解決に
向けて主体的に取り組んでいる。分析
や表現を振り返り，よりよい活用方法
を考えようとしている。

・指導事項
情報社会の解説，授業ノートの完成指
導，データ分析の実践
・教材
教科書，授業ノートプリント
・一人１台端末の活用　等
ＣＡＬＬ教室でのネットワーク接続の
端末利用

【知識・技能】
データの種類や収集・整理・分析の基本的方法
を理解している。表計算ソフト等を活用し，目
的に応じてデータを処理・集計・可視化し，適
切に扱うことができている。

【思考・判断・表現】
課題の条件や目的を整理し，処理手順を論理的
に構成している。適切なアルゴリズムを設計し
てプログラムとして表現し，シミュレーション
結果を基に妥当性を判断し改善している。

【主体的に学習に取り組む態度】
データの活用に関心をもち，課題解決に向けて
主体的に取り組んでいる。分析や表現の過程を
振り返り，より適切な方法を探究しながら学び

 を深めようとしている。

〇 〇

２
学
期

単元 コンピュータの仕組み

【 知　識　及　び　技　能 】
コンピュータを構成する要素やデータ
の表現・処理の仕組みを理解し、基本
的な動作原理を説明できる。

【思考力、判断力、表現力等】
処理の流れや構成要素の関係を整理・
分析し、コンピュータが情報を処理す
る仕組みを論理的に考え表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
コンピュータの仕組みに関心をもち、
情報機器や技術の理解を深めようと主
体的に学習に取り組む。

・指導事項
単元の解説，授業ノートの完成指導，
実物を用いたハードウェアの解説、コ
ンピュータ操作の実践
・教材
教科書，授業ノートプリント
・一人１台端末の活用　等
ＣＡＬＬ教室でのネットワーク接続の
端末利用

【知識・技能】
コンピュータの構成要素，データの表現方法，
情報処理の仕組みについて理解している。
また，基本的な用語や処理の流れを用いて，動
作の概要を説明できている。

【思考・判断・表現】
コンピュータにおける情報処理の流れや各装置
の役割を関連付けて考えている。
その仕組みについて，図や言葉を用いて論理的
に説明している。

【主体的に学習に取り組む態度】
コンピュータの仕組みに関心をもち，理解を深
めようとして学習に取り組んでいる。
学習内容を身近な情報機器や社会との関わりに
結び付けて考えようとしている。
            

○ ○


